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パスファインダーとは？ 

 Pathfinder（パスファインダー）とは、探検者／草分け／開拓者の意。レポート作成や論文作成で、何を

すればいいのか、どこへ行けばいいのかわからない！そんな人のための助けになるように作成した、学問の

「道しるべ」です。 
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I. イントロダクション 

 

 生涯教育とは？ 

 生涯教育(時代や文脈によっては「社会教育」「生涯学習」ともされる)とは、教育は子どものためだけの

ものではなく、人が生涯を通じて学ぶためのものという概念である。ユネスコでのポール・ラングランやエ

ットーレ・ジェルピによる提唱や、日本での臨時教育審議会第四次答申「生涯学習体系への移行」によって

注目された。 

 学校などの制度化された教育機関での学習だけでなく、仕事をする上での学習、スポーツやレクレーショ

ンなどの活動における学習、ボランティア活動における学習、さらに普段の日常生活における学習も生涯教

育の範囲に含めることが可能であると考えられる。 

 

関係分野：教育学、開発学、行政学、認知科学 

 

 

II. はじめて学ぶ人へ 

 

 社会教育推進全国協議会編（2011）『社会教育・生涯学習ハンドブック』エイデル研究所 

 生涯教育の政策、理念、事例、関連する議論がまとめられたテキスト。【外国図-4階開架 379||197】 

 

 佐藤一子（2009）『現代社会教育学―生涯学習社会への道程』東洋館出版社 

 生涯教育における概念・理論・動向・研究手法が分かり易く整理されている一冊。特に、市民が主体的に

社会に参画し社会を構築するための生涯教育の意義という視点や、研究と実践の橋渡しをする手法である

アクションリサーチについての議論が参考になる。【人図 379||SAT】 

 

 

III. 生涯教育の基になった理念を学びたい人へ 

 

 ポール・ラングラン（1971）『生涯教育入門』全日本社会教育連合会 (波多野完治訳) 

 ユネスコ成人教育国際委員会において、「永続的教育」(l’education permanante)を提唱した当時のユネ

スコ成人教育課長ポール・ラングランの著作。世界大戦後の急激な経済成長に伴う様々な制度の歪によって

生じる問題へ、生涯教育の考えからアプローチする必要性を論じた一冊。 

【総合図-書庫棟 研究用図書 379||LEN】 

 

 パウロ・フレイレ（2011）『新訳被抑圧者の教育学』出版社 (三砂ちづる訳) 

 ブラジル農村地域での識字教育の活動家であったパウロ・フレイレが世界中の教育関係者に影響を与え

た問題作。第三世界の貧しい人々といった抑圧を受ける人々に向けた教育として、既存の社会における知識

を注入する教育を批判し、社会や歴史を自らの言葉で読み解き綴るといった、学習者が社会に参画し変革す

るための教育を論じた一冊。【総合図-A棟 3階 学習用図書 371.262||FRE】 
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IV. より深く学びたい人へ 

 

 赤尾勝己編（2004）『生涯学習理論を学ぶ人のために』世界思想社 

 生涯教育における「学習」に関する様々な理論枠組みについて論じられている。「学び」を、教師が教え

る「教育」ではなく、学習者が自ら学ぶ「学習」という観点からとらえなおすための参考になる一冊。 

【総合図-書庫棟 研究用図書 379||AKA】 

 

 ジーン・レイヴ, エティエンヌ・ウェンガー（1995）『状況に埋め込まれた学習 : 正統的周辺

参加』産業図書 (佐伯胖訳) 

 学校の教室のようなフォーマルな教育の場以外の場に起こる様々な実践において、その実践に参加する

人々がいかに「学習」を行っているかを理論づけた一冊。仕立て屋や産婆といった比較的近代化されていな

い産業社会や、大型船の航行やスーパーマーケットの食肉売場といった高度に発展した産業社会それぞれ

の実践を事例にとり、学校教育のようなフォーマルな知識伝達によるのではなく、その実践共同体への参加

の過程そのものが「学習」であるという事を理論化した研究。【総合図-A棟 3階 学習用図書 141.33||LAV】 

 

 日本の社会教育 （ISSN：05508355） 

日本社会教育学会が刊行する年報。生涯教育に関する政策、理論、実践等の様々な論文が掲載されている。 
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［パスファインダーの凡例］ 

 図書の情報は以下の順に表記しています。（主に論文の参考文献に使われている書式です。） 

著者名（出版年）『本の名前』出版社名, 翻訳者名（あれば） 

 

 説明の最後に、【 】で貸し出し可能な図書館と配架場所、請求記号を記しました。 

総合図 → 総合図書館（豊中キャンパス） 

生命図 → 生命科学図書館（吹田キャンパス） 

理工学図 → 理工学図書館（吹田キャンパス） 

人図 → 人間科学研究科図書室（吹田キャンパス） 

外国図 → 外国学図書館（箕面キャンパス） 

外国図-雑誌 → 直近 1～2年に出版されたものは 3階雑誌コーナー、バックナンバーは 1階書庫 

電 → 電子ジャーナル、電子ブック 

※雑誌、電子ジャーナルは、すべての巻号が利用できるとは限りません。 

 

 検索を容易にするために、ISBN（各図書固有の識別番号）や ISSN（各雑誌固有の識別番号）を記してい

る場合もあります。 

 

 外国学図書館を中心に紹介していますので、記載している場所以外でも貸し出し可能の場合があります。

図書館各階にある検索端末で確認するか、カウンター/LSデスクまでお尋ねください。 

 


